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１ はじめに 
 半世紀前の学生としてのキャンパス風景 
 ｢最終講義｣関係者への謝辞 
  
２ かつて日本の官僚はかなり信用されていた 
 「体験的」なので、私自身のことなどから 
 キャリア官僚の関心は、入省した行政分野で国をどう動かすか 
 入省前からそうではない人も、キャリア対象の新人研修等でそうなる 
 
3 昭和のキャリア官僚の多くに見られた志向 
官僚指導で「みな同じ」の画一規格化志向 
既成生産者志向（消費者保護の大義名分で既成の生産者を保護する） 
昭和 30年代後半以降は現状の維持・拡大志向 

 

4 だれが国を動かしてきたか 

行政分野ごとに、関係の自民党「族議員」、 

関係省のキャリア官僚、 

関係の既成の生産者団体 

 

5 おわりに 

 配布した冊子の簡単な趣旨説明と謝辞 


